
2024 北村智恵  公開講座  

 

日本ショパン協会 関西支部 研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記ご記入の上、FAX またはメールにてお申込みいただくか、 

右記 QR コードより Web にてお申込みください。 

 

■北村智恵 公開講座 申込書 ＜FAX 06-6264-5254＞＜MAIL chopin-kansai@kawai.co.jp＞ 

お名前  

ご住所 〒 

TEL  Mail  

区分 □ ショパン協会会員    □ 一般     □ 学生 

※記入された個人情報は、協会からの各種ご案内に使用いたします。法令で定める場合の他、お客様の承諾なしに別目的で使用いたしません。 

【Webお申込みフォーム】    

https://forms.gle/HLXiWX6SS8MB4zvZ6 

【お問合せ・お申し込み先】 日本ショパン協会 関西支部 事務局 カワイ大阪オフィス内 TEL 06-6262-2131 

日本ショパン協会関西支部 会員募集中  ショパンを愛する方ならどなたでもご入会いただけます。 

北村 智恵（音楽教育家） 

2024年10 月17 日 (木)  18:30開演     カワイ梅田 コンサートサロン 「ジュエ」 

●ショパン協会会員：無料  ●一般：2,000 円  ●学生：1,000 円 

今、ウクライナで起きている惨状は 19 世紀のポーランドそのままです―。 

 友人達と共に銃を持って戦うことのできなかった病弱の彼が選んだ「亡命ポーランド人」としての生き方において、

「マズルカ」と「ポロネーズ」を高度な「芸術作品」に昇華し、外国の、しかも後世の人々にまで「ポーランド」という 

国名とその悲惨な歴史を伝えるのは、彼にとっての、生涯を貫く使命でした。 

 しかしながら、民衆の悲喜こもごもを歌い語るマズルカと異なり、「ポロネーズ」は彼にとって簡単に書けるジャンル 

ではありませんでした。当時のショパンにとってポロネーズは、単なる舞曲ではなくなり、ポーランド国家の威信や 

あるべき姿の象徴だったからです。 

 元もと、「ポロネーズ」とはポーランド以外の外国で用いられた言葉であり、定まった舞曲を指す言葉ではありません 

でした。また、ショパンが出版した「ポロネーズ」は、ポーランドにおける様式化された民族舞曲「ポロネーズ」とは 

全く異なるものです。 

 今回の講座では、「ポロネーズ」の系譜と「ショパンのポロネーズ」について学び合える講座にしたいと思っています。 

聴講者 
募集中 

音楽教育家・音楽学者。ピアノ指導、楽譜監修・校訂、作・編曲、ＣＤ楽曲解説、 

コンサートのプログラムノート・新聞・音楽雑誌への執筆。相愛大学在学中より 

三十数年に亘り故・佐藤允彦教授に教えを受け、独自の研究を続ける。  

大阪府文化振興財団主催セミナーコンサートや独自のショパン・ピアノ作品 

連続講座講師も長年務め好評を得る。ショパンに関する音楽雑誌への執筆も 

多く、「ショパンへの道」音楽之友社はじめピアノ曲集、書籍等、著書多数。  

日本ショパン協会正会員。関西支部長、理事。 


